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ご協力をお願いします

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
日
本
赤
十
字

社
徳
島
県
支
部
で
は
発
災
直
後
か
ら
、
医
療
救
護
班
や
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
看
護
師
を
派
遣
す
る
な
ど
、
総
力
を
あ
げ
た
救
援
・
救
護
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
４
ヶ
月
を
迎
え
た
現
在
、
日
本
赤
十
字

社
で
は
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
救
援
活
動

   

医
療
救
護
活
動

全
国
の
日
本
赤
十
字
社
各
県
支
部
か
ら
９
１
２
班
６
，５
０
０
名

以
上
の
医
療
救
護
班
・
救
護
員
を
派
遣
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
を
中
心
に
８
７
，０
０
０
名
以
上
を
診
療
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
被
災
地
へ
駆
け
つ
け
た
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
日
赤
も
含
め

全
体
で
１
２
，０
０
０
名
余
り
。
そ
の
半
数
以
上
が
日
本
赤
十
字
社

の
救
護
員
で
し
た
。
当
支
部
で
も
岩
手
県
山
田
町
及
び
宮
城
県
石
巻

市
へ
救
護
員
を
派
遣
し
、
懸
命
の
救
護
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

■
発
災
直
後
、岩
手
県
へ
派
遣
さ
れ
た
当
支
部
救
護
員
の
コ
メ
ン
ト

　
岩
手
県
沿
岸
部
の
山
田
町
は
壊
滅
状
態
で
し
た
。そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
も
、物
資
を
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
分
け
て
い
る
姿
を
見

て
、人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。救
護
班
の
活
動
と
し
ま
し

て
は
、日
頃
の
訓
練
が
活
き
た
こ
と
や
、被
災
者
の
ご
協
力
も
あ
り
、非

常
に
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動

長
期
の
避
難
所
生
活
で
、
心
身
と
も
に
疲
労
の
極
限
状
態
に
あ
る
被

災
者
の
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
看
護
師
を
日
本
赤
十
字

社
か
ら
７
１
８
名
（
当
支
部
か
ら
は
14
名
）
派
遣
し
、
１
４
，０
０
０

名
以
上
の
被
災
者
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

■
４
月
に
宮
城
県
石
巻
市
へ
派
遣
さ
れ
た
当
支
部
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
看

護
師
の
コ
メ
ン
ト

　
私
に
で
き
る
こ
と
は
話
を
聞
く
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、被
災
者
の
方

が
涙
を
流
し
た
後
に「
す
っ
き
り
し
た
。話
せ
る
人
が
い
て
よ
か
っ
た
。」と

言
っ
て
く
だ
さ
り
、本
当
に
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
介
護
福
祉
士
に
よ
る
福
祉
支
援

被
災
地
の
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
は
、
介
護
に
あ
た
る
職
員
自
身

も
被
災
し
、
十
分
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね
総
合

療
育
セ
ン
タ
ー
の
7
名
を
含
む
67
名
の
介
護
福
祉
士
を
日
本
赤
十
字
社

の
社
会
福
祉
施
設
か
ら
派
遣
し
、
福
祉
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

着
実
な
歩
み
を
進
め
る

日
本
赤
十
字
社
の
復
興
支
援
事
業

東
日
本
大
震
災
の
復

興
に
は
長
い
期
間
が
必

要
で
す
。
日
本
赤
十
字

社
で
は
、
現
在
、
世
界
の

各
国
赤
十
字
社
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
海
外
救
援
金

を
財
源
に
、
被
災
者
の

生
活
再
建
を
目
指
し
た

幅
広
い
復
興
支
援
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

医
療
支
援　

被
災
者
の「
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
」に
は
、医
療

               

の
復
興
が
不
可
欠

日
本
赤
十
字
社
は
、
宮
城
県
沿
岸
部
を
中
心
に
仮
設
診
療
所

や
病
院
再
建
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
高
齢
者
を
対
象
に
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
支
援　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
勉
強
や
運
動
が
で
き
る
環
境
を

日
本
赤
十
字
社
は
、
学
校
の
被
害
状
況
に
応
じ
、
保
健
室
の

備
品
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
が
笑
顔
に
な
れ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
支
援　

尊
厳
を
持
っ
て
、生
き
る
環
境
を
高
齢
者
に

日
本
赤
十
字
社
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
や
福
祉
車
両
を
整
備
す
る

と
い
っ
た
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
支
援
を
通
じ
、
被
災
さ
れ

た
高
齢
者
の
生
活
を
見
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援　

仮
設
住
宅
で
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
を
応
援

日
本
赤
十
字
社
は
、
仮
設
住
宅
で
こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り

を
対
象
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
活
動
や
健
康
教
室
な
ど
、「
顔
の
見
え

る
支
援
」
で
住
民
同
士
が
つ
な
が
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

体育館に、震災以来少なくなっていた笑い声が響き
ました。そこには、エアクッションでできたジャング
ルジムやボールプールが設置され、子供たちの笑顔で
あふれていました。

日本赤十字社福島県支部では、今年 2 月「すまい
るぱーく in FUKUSHIMA」を福島市内で開催し、放
射線の不安から屋外で遊べなくなった子供たちに遊び
場を提供しました。

来場者からは「屋外で目いっぱい遊べなくなり寝つ
きが悪くなった。ここで遊ぶようになってからは毎日
ぐっすり寝ている。」「身体が育つ大切な時期なので、
走り回れる環境があるのはうれしい。」といった声を
いただきました。

このように、赤
十字の支援活動
は、災害救護から
始まり、地域の方
ひとりひとりに
笑顔がもどるま
で続きます。

救
援
か
ら
復
興
へ 

日
本
赤
十
字
社
の

活
動
は
今
も
続
い
て
い
ま
す

被災地の施設で、介護支援にあたる日本赤十字社徳島県支部の救護員（岩手県陸前高田市）

ウォーキングで健康づくりと
会話を楽しむ被災者

思いっきり体を動かし心も体もリフレッシュ

赤十字がいかなる時でも
迅速に救護活動ができるのは、
皆様の赤十字活動支援費の

おかげです。
かわらぬご支援をお願いします。

平成 24年 9月 30日まで、義援金の受付を行っております。
引き続き皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。

東日本大震災義援金は、“全額”が
被災者に届けられています。

東
日
本
大
震
災

義援金の受付状況
（平成 24 年 6 月 13 日現在）

件数 金額

日本赤十字社徳島県支部 
の受付状況 8,689 件 15 億 5,061万 9,749 円

日本赤十字社全体の
受付状況 279 万 8,250 件 3,176 億 575 万 210 円

愛をありがとう♥福島から愛をありがとう♥福島から



徳
島
赤
十
字
乳
児
院
か
ら

徳
島
赤
十
字
病
院
の
診
療
科
を
ご
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
「
徳
島
赤
十
字
病

院
」。
今
回
は
、
患
者
様
に
負
担
が
少
な
く
、
優
し
い
手
術
を
追
求
す
る
心

臓
血
管
外
科
で
す
。

１
９
９
１
年
に
「
大
動
脈
瘤
を
切
ら
ず
に
治

す
手
術
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
」
で
す
。
日
本
で
は

２
０
０
６
年
か
ら
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
と
は
金
属
の
枠
（
ス
テ
ン

ト
）
に
人
工
血
管
（
グ
ラ
フ
ト
）
を
縫
い
つ
け
た

も
の
で
す
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
は
、
足

の
付
け
根
を
３
㎝
程
度
切
開
し
、
付
け
根
に
あ
る

動
脈
（
大
腿
動
脈
）
か
ら
、
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

を
小
さ
く
折
り
た
た
ん
だ
も
の
を
大
動
脈
内
に
挿

入
し
、
大
動
脈
瘤
の
位
置
で
広
げ
ま
す
。

バ
ル
ー
ン
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
と
大
動
脈
壁

を
圧
着
さ
せ
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
血
液

は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
を
流
れ
、
大
動
脈
瘤
壁

に
力
が
か
か
ら
な
い
た
め
、
瘤
は
そ
れ
以
上
大
き

く
な
ら
ず
、
破
裂
し
な
い
と
い
う
治
療
で
す
。

創
は
小
さ
い
う
え
に
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、手
術
の
翌
日
か
ら
普
通
に
歩
く
こ
と
が
で
き
、

ま
た
ご
飯
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
や
合
併
症

が
あ
る
患
者
様
で
も
、
よ
り
安
全
に
手
術
を
受
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。

当
院
で
も
２
０
０
９
年
か
ら
こ
の
手
術
を
導
入

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
患
者
様
に
と
っ
て
、
負

担
の
少
な
い
優
し
い
手
術
を
心
掛
け
て
治
療
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

心
臓
血
管
外
科
副
部
長
　
大
谷 

享
史

切
ら
ず
に
治
す
大
動
脈
瘤

シ
リ
ー
ズ 

徳
島
赤
十
字
病
院

第
3
回 

心
臓
血
管
外
科

　

当
支
部
で
は
、
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
た
平
成

19
年
か
ら
、
南
海
地
震
を
含
む
三
連
動
地
震
等
に

備
え
、
各
地
域
で
の
「
食
」
の
支
援
体
制
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
災
害
用
移
動
炊
飯
器

を
各
地
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
県
内
の
全
市
町
村
の
赤
十
字
組
織

（
地
区
・
分
区
）
を
通
じ
て
、
地
域
の
公
共
施
設
等

へ
設
置
し
た
の
を
は
じ
め
、
昨
年
度
か
ら
は
徳
島
県

赤
十
字
有
功
会
の
協
力
を
得
て
、
災
害
時
に
避
難
所

と
な
る
学
校
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
への
設
置
も

進
め
、
去
る
6
月
12
日
の
鳴
門
市
里
浦
小
学
校
へ
の

設
置
で
、
１
０
０
台
の
配
備
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
赤
十
字
活
動
支

援
費
を
原
資
と
し
て
、
ま
た
赤
十
字
有
功
会
と
協
働

し
て
、
地
域
への
設
置
を一層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
炊
き
出
し
訓
練
を
通
じ
て
、

〝地
域
づ
く
り
＂に
も
一役

　

東
み
よ
し
町

分
区
で
は
「
さ
ん

わ
（
話
・
和
・
輪
）

会
」
を
自
治
会

単
位
で
開
催
し
、

普
段
か
ら
つ
な
が

り
の
あ
る
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く

り
を
行
う
た
め

に
、
災
害
用
移
動
炊
飯
器
を
活
用
し
た
訓
練
に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
27
回
の
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
、

地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
県
内
初
！
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
も

災
害
用
移
動
炊
飯
器
を
設
置

　

赤
十
字
有
功
会
の
㈱
キ
ョ
ー
エ
イ
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
タ
ク
ト
（
徳
島
市

南
島
田
町
）
と
ア
ピ
カ
（
阿
南
市
西
路
見
町
）
へ
災

害
用
移
動
炊
飯
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
に
あ
わ
せ

て
炊
き
出
し
訓
練

を
実
施
し
、
地
元

赤
十
字
奉
仕
団
員

が
ス
ー
パ
ー
の
食
材

で
炊
き
出
し
た
ぜ

ん
ざ
い
６
０
０
食
を

買
い
物
客
に
振
る
舞

い
ま
し
た
。

■
子
供
た
ち
の
防
災
教
育
に
も
活
用

　

青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
八
万
南
小
学
校
で

は
、
防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
卒
業
前
の
６
年
生

１
２
０
名
が
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
お
い
し
く
で
き
た
！
」

と
喜
び
な
が
ら
非
常
食

を
食
べ
た
児
童
た
ち
は
、

卒
業
を
前
に
防
災
意
識

と
赤
十
字
の
心
を
思
い
出

の一ペ
ー
ジ
と
し
ま
し
た
。

地
域
の
訓
練
な
ど
で
も
大
い
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤十字災害用移動炊飯器って!?
　釜の直径は80㎝で、高さは60㎝。燃
料はガスやまきで、米なら約２４０食分、
汁物なら約３００食分の調理ができます。
　当支部では、水とお米を入れて30分
ボイルするだけで、美味しいご飯が出来
上がる災害用炊飯袋も炊飯器と合わせ
て設置しています。

発
達
障
害
者
支
援
の
総
合
拠
点
オ
ー
プ
ン

　

徳
島
赤
十
字
乳
児
院
は
、
平
成
24
年
4
月

に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

　

乳
児
院
の
持
つ
専
門
機
能
を
生
か
し
、
地

域
の
子
育
て
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◆
病
児
・
病
後
児
保
育
の
ご
案
内
◆

　

平
成
24
年
4
月
か
ら
、
徳
島
市
・
小
松
島

市
・
石
井
町
・
勝
浦
町
・
佐
那
河
内
村
に
お

住
ま
い
の
、
お
お
む
ね
10
歳
未
満
の
児
童
の

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
小
松
島
市
の
方
だ
け
し
か
お

預
か
り
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
広

域
で
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

旧
徳
島
赤
十
字
病
院
の
跡
地
を
活
用
し
て
、
発
達
障
害

（
児
）
者
を
支
援
す
る
４
施
設
が
結
集
し
、
全
国
に
先
駆
け

た
支
援
拠
点
（
発
達
障
害
者
総
合
支
援
ゾ
ー
ン
）
が
、
去

る
4
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

発
達
障
害
の
早
期
発
見
か
ら
早
期
介
入
、
特
別
支
援
教

育
、就
労
支
援
ま
で
、発
達
障
害
（
児
）
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
っ
た
総
合
的
な
支
援
を
行
う
取
り
組
み
が
、
当
支

部
の
２
施
設
も
含
め
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
閉
症
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な

ど
、
通
常
小
さ
い
頃
か
ら
症
状
が
現
れ
る

脳
機
能
の
障
害
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
障
害
や
パ
タ
ー
ン
化
し
た
行

動
、
衝
動
的
な
行
動
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
ど
ん
な
能
力
に
障
害
が
あ
る
か
、
ど

の
程
度
な
の
か
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
早
い
時
期
か
ら
周
囲
の
理
解
が
得

ら
れ
、
能
力
を
伸
ば
す
た
め
の
支
援
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

発
達
障
害
と
は

～
徳
島
赤
十
字
ひ
の
み
ね
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
４
施
設
が
連
携
～

■徳島赤十字ひのみね総合療育センター
心身に障害のある方の治療や介護、生活支援等を一貫
して提供する、病院機能をもった社会福祉施設です。
■徳島赤十字乳児院
さまざまな理由により家庭で養育できない乳幼児を養育
する児童福祉施設です。
■徳島県立みなと高等学園
発達障害のある高校段階の生徒らを、社会的・職業的な
自立に向け、専門的に教育する全国初の支援学校です。
■徳島県発達障害者総合支援センター ハナミズキ
発達障害のある方やご家族等に対し、相談や支援を行う
とともに、発達障害について理解を深めていただくため
の普及・啓発を行います。

「発達障害者総合支援ゾーン」を構成する施設

徳島県立
みなと高等学園

徳島県発達障害者
総合支援センター
ハナミズキ

徳島赤十字乳児院

徳島赤十字
ひのみね総合療育センター

ぜんざいを買い物客に振る舞う赤十字奉仕団員

災害用移動炊飯器の組み立てを確認する参加者

卒業記念にみんなで非常食を試食

ステントグラフト術後画像 ステントグラフト術前画像

皆
様
の
赤
十
字
活
動
支
援
費
で
、

災
害
用
移
動
炊
飯
器
を
県
内
に
１
０
０
台
設
置



一

　こ
の
領
収
証
は
大
切
に
保
存
し
て
下
さ
い
。

二

　本
票
を
も
っ
て
日
本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
の
領
収
証
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

三

　右
記
取
り
ま
と
め
店
の
本
支
店
ご
利
用
の
場
合
は
手
数
料
免
除
と
な
り
ま
す
。

赤十字活動支援費領収証 振 込 ご 案 内 普　通　預　金　入　金　票 赤　十　字　寄　付　金

金　額

受取人

銀行 支店

平成　　　年　　　月　　　日
取扱店

（法人）

（振　込　人）

（個人）

日本赤十字社徳島県支部

取りま
とめ店

阿波銀行　鮎喰支店

徳島銀行　加茂名支店

ご
依
頼
人

住
所
・
氏
名 様

この領収証記載の金額は法人税法第37条第4項
の規定に基づく寄付金に該当します。

この領収証記載の金額は所得税法第78条第2項
第3号の規定に基づく特定寄付金に該当します。

金　額

受取人

金額

銀行
コード番号

支店

平成　　　年　　　月　　　日

平成　　年　　月　　日

現金

当店券

赤　十　字　寄　付　金　用
上記のとおり払込を取扱いましたからご通知
いたします。

徳島市庄町３丁目 12－1

（取りまとめ店→受取人） （取扱店→取りまとめ店）

日本赤十字社徳島県支部

日本赤十字社徳島県支部

取りま
とめ店

阿波銀行　鮎喰支店

徳島銀行　加茂名支店

阿波銀行　鮎喰支店
 （普） 0 2 3 3 3 0 4

徳島銀行　加茂名支店
 （普） 1 7 5 6 6 8 2

ご

依

頼

人

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先

受
取
人

内

訳

出

納

印

ご
依
頼
人

住
所
・
氏
名

及
び
口
座
番
号

取
り
ま
と
め
店

（TEL :　　 - 　　 - 　　　）
様

〒 　  -

様

※ 百万 千 円 ※ 百万 千 円

※ 百万 千 円

円 検印

記帳

扱者

　

東
日
本
大
震
災
の
救
護
活
動
に
代
表

さ
れ
る
災
害
救
護
を
は
じ
め
と
し
た
赤

十
字
の
人
道
活
動
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
や
税
金
を
財
源
と
せ
ず
、
す
べ
て
県

民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
日
本
赤
十
字

社
活
動
支
援
費
（
日
赤
社
費
）
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
南
海
地
震
を
含
む
三
連
動
地

震
に
備
え
て
の
災
害
救
護
体
制
の
強
化
や

救
援
物
資
の
備
蓄
、
ま
た
災
害
用
移
動

炊
飯
器
の
増
設
な
ど
、
赤
十
字
の
人
道

活
動
が
継
続
的
・
安
定
的
に
行
え
る
よ

う
、
日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費
への
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

徳
島
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
加
茂
分

団
よ
り
、
10
回
目
の
節
目
と
な
る
赤
十

字
活
動
支
援
金
の
贈
呈
式
が
昨
年
12
月

13
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
身
体
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
車
椅

子
を
贈
ろ
う
！
」
と
は
じ
ま
っ
た
こ
の
活

動
は
、
奉
仕
団
員
が
家
庭
や
事
業
所
で

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
や
古
新
聞
な
ど
の
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
得
た
収
益
金
20
万

円
を
赤
十
字
の
活
動
支
援
費
と
し
て
毎

年
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

吉
成 

由
美
子
委
員
長
は
「
10
年
間
、

こ
の
活
動
を
続
け
ら
れ
感
動
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
、
奉
仕
団
員
が
協
力

と
工
夫
で
築
き
あ
げ
た
絆
で
す
。」
と
10

年
間
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

赤
十
字
活
動
を
資
金
面
で
力
強
く
支
援

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
徳
島
県
赤
十
字
有

功
会
の
平
成
24
年
度
総
会
が
、
去
る
5
月

14
日
、
徳
島
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
23
年
度
事
業
実
施
報

告
や
決
算
報
告
、
ま
た
当
支
部
と
と
も
に

進
め
る
災
害
用
移
動
炊
飯
器
設
置
運
動

を
含
む
平
成
24
年
度
事
業
計
画
が
全
会
一

致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
正
で
は
、
平
成
9
年
の
有
功

会
再
発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
の
15
年
間
、
会

長
を
務
め
ら
れ
た
住
友
俊
一
様
が
退
任
し
、

新
会
長
に
古
川
武
弘
様
（
㈱
阿
波
銀
行 

相
談
役
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
全
国
に
誇
る
特
色
あ
る
有
功
会
活
動

を
通
じ
て
、赤
十
字
活
動
に
ご
貢
献
を
い
た

だ
い
た
住
友
俊
一
様
に
、飯
泉
嘉
門
支
部
長

か
ら
日
本
赤
十
字
社
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

※赤十字への寄付金は、税法上の優遇措置（所得税・法人税・相続税の控除）が適用されます。
ぜひ、下の振込用紙（振込み手数料は無料、金額は任意です。）で、赤十字活動支援費へのご協力をお願いします。

10
年
間
、継
続
し
て
赤
十
字
活
動
を
支
援

～
徳
島
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団
加
茂
分
団
～

収益金を手渡す赤十字奉仕団加茂分団の吉成由美子委員長

岩手県山田町で医療救護を行う徳島県支部の救護員
（東日本大震災）

■さまざまな形での“ご寄付”を赤十字へ
●慶事の記念に、ご寄付をいただきました。
　　　　埴渕　美奈子　様（徳島県文化賞　受賞記念）
●香典返しに替えて、ご寄付をいただきました。
　　　　植田　立夫　様（名西郡石井町）

皆様のご意志に沿い、赤十字の人道活動に有効に活用させていただきました。
赤十字活動へのご協力、誠にありがとうございました。

　※「香典返し」のご寄付については、赤十字が挨拶状の作成・発送等のお世話を
　　いたします。
　　●２０万円以上・・・表彰（銀色有功章）の贈呈・挨拶状作成のお世話
　　●５０万円以上・・・表彰（金色有功章）の贈呈・挨拶状または新聞掲載のお世話

■皆さまの“いろんな思い”を赤十字へお寄せください。
　災害救護、国際救援、いのちを守る救急技法の普及、医療、献血・・・
　あなたのいろんな思いを、いのちを守る赤十字活動に「かたち」を変えて、身近
なところから世界までお届けします。

♡「お香典」等への慣例的なお返しに替えてのご寄付
♡遺産のご寄付、故人の遺言によるご寄付
♡結婚記念や創立記念などの周年記念のご寄付
♡長寿のお慶びやチャリティーバザーなどの収益金のご寄付

ご寄付についてのお問い合わせは
日本赤十字社徳島県支部事務局　総務課  TEL：０８８-６３１-６０００ まで

飯泉嘉門支部長から、感謝状を受け取る赤十字
有功会前会長の住友俊一様（右）

あ
な
た
の
日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費（
日
赤
社
費
）で
、

い
の
ち
を
守
る
赤
十
字
活
動
は

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
活
動
の
力
強
い
応
援
団

～
徳
島
県
赤
十
字
有
功
会
が
、平
成
24
年
度
総
会
を
開
催
～

キ リ ト リキ リ ト リ



＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します＞

人間を救うのは、人間だ。日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ ・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ ・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００
・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５

＜日本赤十字社徳島県支部管内の赤十字施設をご案内します＞

人間を救うのは、人間だ。日本赤十字社 スローガン

・日本赤十字社徳島県支部事務局 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－６０００ ・徳  島  赤  十  字  病  院 小松島市小松島町字井利ノ口103 TEL：０８８５－３２－２５５５
・徳島赤十字ひのみね総合療育センター 小松島市中田町新開４－１ TEL：０８８５－３２－０９０３ ・徳島県赤十字血液センター 徳島市庄町３丁目１２－１ TEL：０８８－６３１－３２００
・徳 島 赤 十 字 乳 児 院 小松島市中田町新開２－２ TEL：０８８５－３２－０５５５

7月は愛の血液助け合い運動月間です

マチ★アソビ献血、大盛況！

科学が進歩した現在においても、生命の維持に欠かせない血液を人工的に造ることはできません。
病気やけがで血液を必要としている患者さんのためには、皆様からの献血が必要不可欠です。
赤十字血液センターでは、夏場の血液不足解消のため、毎年7 月を「愛の血液助け合い運動月間」

として全国的にキャンペーンを展開し、血液の安定的な供給ができるよう努めています。
この機会にぜひ、400mL 献血、成分献血へのご協力をお願いいたします。

複数回献血クラブ会員募集！
～ご協力ありがとうございました～

5 月 3 日から５日にかけて徳島市内中心部で開催されたアニメイベント「マチ★アソビ」。
今回の「マチ★アソビ」では人気アニメ「Fate/Zero」とコラボレーション！献血いただ
いた方へ特製ポスターを配布しました。

3 日間の期間中、献血ルーム・献血バス合わせて 492 名の方に献血のご協力をいただ
きました。

当日は献血会場周辺に献血者の行列ができ、最大約 2 時間の待ち時間が発生してしま
うほどの大盛況となりました。

たくさんのご協力、ありがとうございました。
なお、当日献血いただけなかった方は、引換券をご持参の上、7 月 31 日までに献血ルー

ムアミコで献血いただければポスターをお渡しいたします。
今後も血液の安定供給のため、継続的な献血にご協力ください。

「複数回献血クラブ」とは、血液が不足した時に個
別にメールで献血を呼びかけ、年間を通じた血液の安
定確保を図るために設置されたクラブです。

４００ｍＬ献血、成分献血にご協力いただける方は、
ぜひモバイル会員登録をお願いします。

ご登録は…
abo@kenketsu.jp
に空メール♪

血液センター・献血ルームの定休日変更のお知らせ
　2011年4月にリニューアルオープンして1年。
　今後もより多くの方に献血にご協力いただくため、献血ルームアミコは、本年4月1日から毎月第一火曜日を
除く、すべての曜日で献血を実施しております。
　広く、新しくなった献血ルームアミコへぜひお越しください。皆様のご協力お待ちしております。
※血液センターは毎週月・金・土曜日が定休日となっております。
　ご不便をおかけいたしますが、何卒ご了承ください。

会員様にはご希望により限定デザイン献血
カードを発行します。その他会員特典多数★

たくさんの人でにぎわった献血会場 献血記念品として配布したポスター

徳島県赤十字血液センター
徳島市庄町3-12-1
■定 休 日	 月・金・土曜日
■受付時間	 9:00～16:30（成分献血は16:00まで）

献血ルーム アミコ
徳島市元町1-24アミコビル3階
■定 休 日	 第一火曜日
■受付時間	 9:30～13:00
	 14:00～17:00（成分献血は16:00まで）

携帯で下のＱＲコードを読み
取って空メールを送ってね！
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